
さま ざ まな ヨー ロ ッパ

飯島 周

今 日は、 さまざまなヨーロッパという題で、要す るに何を話 して も

いいようにして貰いました。難 しい話 も難 しくない話 もあるで しょう

が、私が体験 したヨーロッパ と関連させてみたいと思います。

先ほどの紹介にあ りました ように、 ヨーロッパ旅行は何回も経験 し

ました。時には年 に2回 位行ったこともあ ります。大体 ヨーロッパの

主な部分、 日本で話題になりそうな所へは一応行 ったという感 じです。

榊原先生以外 にも木下先生 とご一緒 したこともあ ります し、村松先生

ともイギ リスでお目にかか りました。この大学の多 くの先生方はヨー

ロッパのことをよくご存 じなので、なんだあんなことか と思われるか

もしれません。又、 自分で経験 したことがあれば、それ と関連 させて

考えて下さい。

ただ、何 も手がか りがないと困るで しょうか ら、急いで作 った もの

ですが、お手もとの資料 を参考にして貰いたい と思い ます。それで、

まず全体 的な話、それか ら個別的な内容 という順 に話 を進めるつ もり

です。

初めに、 ヨーロッパ とい う名前が何に由来するかですが、これはま

だ知 らない人が多いか もしれません。実 はギリシア神話に関係すると

言われています。この固有名詞の起源は、小 アジアのフェニキアとい

う、地中海の東端にあった都市国家にあ ります。今のシリアとか レバ

ノンとか、あのあた りの国ですが、そ こにヨーロッパ という名前の王

女様がいた。その王女を、ギリシア神話のオ リュンボスの神様の親玉

であるゼウスが見初めて、誘惑する。 白い雄の牛 に化 け、王女を背 に

乗せて海 を越え、連れていったその場所が ヨーロッパ と呼ばれるよう

になった、 ということです。

ここで ヨーロッパの神話 と宗教 について触 れておきます。ギリシア

神話 とローマ神話は文化圏がほぼ同 じですか ら、非常に共通性があ り

ます。両方の神話に出て くる神様 は、呼び名が違います けれども、ほ
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講 演 で 配 布 した資 料(2001年12月7日(金))

「さ ま ざ ま な ヨー ロ ッパ 」 〈資 料1>

1.地 理 的 区分

東 ・西 ・南 ・北

2.民 族 的 ・文 化 的 ・言 語 的 区分

ゲ ル マ ン ・ラテ ン ・ス ラ ヴ ・ケ ル ト ・そ の他

3.宗 教 的 区分

キ リス ト教 ・ユ ダ ヤ教 ・イス ラ ム教

4.国 家 的 ・政 治 的 ・産 業 的 区分

君 主 制 ・民 主 制 ・農 業 ・工 業 な ど

※ ヨー ロ ッパ の全 体 的 歴 史 、 生 活 、 習 慣 な ど につ い て も話 題 を提 供 す る

つ も りで す 。

ヨ ー ロ ッパ 主 要 部 略 図
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とん ど共通の性格です。た とえばゼウスというのはギリシア神話の形

で、ローマ神話です とユ ピテル、英語のジュピターです。ゼウスの奥

さんはヘラで、ローマ神話で はユノ、英語のジュノー。おなじみの愛

と美の女神は、ローマ神話で ヴェヌス、英語のヴィーナスです。 日本

ではこれが一般的で、ギリシア神話のアフロディテ(Aphrodite)は あ

ま り知 られていない ようです。ほとん ど共通 なのは太陽の神様で、若

い男性の形ですが、ギ リシア神話ではアポロー ン、ローマ神話ではア

ポロで、やは り後者の方がよ く知 られています。それか ら知識 と学芸

の女神はギリシア神話でアテナ(Athena)、 ローマ神話ではミネルヴァ

(Minerva)で 、共通なのは鳥のフクロウを象徴 としていることです。

ギリシアのアテネの町のシンボルもフクロウです。勉強する人 は夜 に

なると目が覚める、というようなことと関係があるのかもしれません。

そんなわけで、神話 といっても、ギ リシアや ローマはキリス ト教の

ような一神教ではあ りませんか ら、大分性格が違います。後にキ リス

ト教徒が、特 ににローマ帝国で華々しく、 とい う言い方はよくあ りま

せんが、いろいろな形で殉教 して、キリス トの教 えを広 めて行 った。

その結果、キリス ト教、つま り一神教が ヨーロッパ全体で支配的な状

態になった。本来ヨーロッパ には土着の神様がた くさん居て、ゲルマ

ン神話、ケル ト神話な どがあ りますが、最終的にはキリス ト教 にほと

んど統一された感 じです。

先ほどの資料では3番 目に挙 げてある宗教的区分にな りますが、実

はキ リス ト教 にもさまざまな宗派があ ります。ローマ、ヴァチカ ンを

中心にしたカ トリック教が大 きな勢力を持つ ようにな り、 ヨーロッパ

の中世では、ローマ法王を頂点とするこの勢力が圧倒的な支配権 を握

っていた。例 えが よくないか もしれませんが、今問題になっているタ

リバ ンほどではないに しても、カ トリックの宗門でいろいろなことを

決めて、その命令 に従 わない ものは皇帝であっても破門す る。魔女の

裁判 とか、まさに意味のない ことで苦 しめ られた人 もた くさんいたわ

けです。その後宗教改革が起 り、いわゆるプロテスタン トの動 きが生

じ、現在の ヨーロッパ の主要部では、キリス ト教はカ トリックとプロ

テスタン トに大別 されています。それか ら東 ヨーロッパの方では、ギ

リシアから発生 した、 オーソ ドックス ・チャーチ、正教 と呼ばれるキ

リス ト教の宗派があ ります。国によってわかれていて、ギリシア正教
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とかス ラヴの正教(こ れはロシア正教が代表ですが)と か呼ばれてい

ます。正教はカ トリックでもプロテス タン トで もなく、独特の戒律 を

守っています。例 えば、男性の場合、聖職にある人はひげなどを伸 び

た ままにす る。ギ リシアあた りへ行 くとそんな人たちがあちこちにい

ます。 また、偶像崇拝を禁 じているので、基本的にはイコンと呼ばれ

るもの、すなわち肖像画 とか壁画のような平 らな面に描かれた ものは

拝んでいいけれども、立体の像 は拝 んではいけない、というような特

徴があ ります。 さらに、イギ リスはある程度独立 しまして、 アングリ

カン ・チ ャーチ、英国国教 と呼ばれる、カ トリックと似たような儀式

のあるキリス ト教になっています。 とい うわけで、キリス ト教 と言っ

ても、 ヨーロッパではいろいろです。

それか らユ ダヤ教ですね、 これがあちこちにあ ります。ユ ダヤの人

たちは、国を失ってか ら各方向に流浪 していったわけですが、ある程

度常識的なことは知っていた方がいいで しょう。まずイベ リア半島の

スペ インの方へ流れたユダヤ人たちがい ます。 この人たちはセフ ァル

ディ(Sephardi)、 英語のスパニアー ド、つ まりスペイン人という意味

の呼 び名を与 えられ ました。 しか し、イベ リア半島か ら追い出され、

ずっと東の方へ行 き、バルカン半島あた りか らまたヨーロッパに入 る、

という曲が りくねった道筋 を通 りました。それか らドイツ、スラヴ地

域 を中心 とす るユダヤ人たちがいます。 この人 たちはアシュケナ ジ

(Ashkenazi)と 呼ばれます。この名前は ドイツ語に訳されるとドイッチ

ャー(Deutscher)に なりますので、 ドイツ人 という意味です。すなわ

ち、ユダヤ人を大 きく分 ける と、スペ イン系 と ドイツ系 にな ります。

言葉 も基本 的に少 し異 なって、 スペイ ン系 の人 たち はラデ ィー ノ

(Ladino)と いうラテン系の言葉を、 ドイツ系の人たちはイディッシュ

(Yiddish)、 つま りドイツ語のユーディッシュ(jiidisch)、 英語のジュー

イッシュに相当する言葉 を用います。イデ ィッシュの作家 は、アメリ

カに渡ってかな り活躍 してい ますか ら、アメリカ文学 をやっている人

はよ く目にすると思います。 これ らのユダヤ系の人たち も、それぞれ

かな り厳 しい戒律を守っています。

それか らもう一つ、イスラム教徒、いわゆるモス レム とかムス リム

とか呼ばれる人たちがいます。これは例のモハメ ッドが開祖で、今問

題の アフガニスタンあた りでは主流 の宗教です。特にア ラブ世界で非
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常 に普及 して、主にアラビア語 を使 う人たちが帰依 していますが、こ

の宗教が東の方 まで伸 びて、イン ドネシアな どで もイス ラム教が、国

全体を支配する宗教 という形で広がっています。イスラム教の人たち

もヨーロッパ とかかわ りがあ り、主として東の方か ら、 トルコ人たち

が代表的ですが、バルカン地方あた りを中心にして広が りました。現

在で も、この勢力はかな り存在 してい ます。さらに北 アフリカか らも

イスラム教徒がやって来て、たとえばベルギーのような小 さな国に も

大勢定着 しています。余談ですが、東京 にも相当数のイスラム教信者

がいるといわれています。

以上のキリス ト教、ユダヤ教、イスラム教 は元が一つです。一一番古

いのはユ ダヤ教で、いわゆる一神教、つま り神は唯一絶対の存在で、

その神以外 を信 じてはいけないという強力な教義です。ギリシアやロ

ーマあた りのいい加減 な神様、中心になる一番偉い神がやた らに人間

の女を誘惑するような、そんなことはしない。非常に厳粛な神様です。

このユダヤ教の神様は、 日本ではエホバ という呼び名が一番通用 して

います。 この神が元ですが、宗教 というものは、時代が経つとだんだ

んにある種 の堕落 をす るわけで、その改革派 として現れたのが、ユダ

ヤ教の一派であるナザ レ派の、後 にイエス ・キ リス トと呼ばれる人で

す。この人が改めて、新 しい教義 を持つキリス ト教 を創 り出 し、これ

が現在では世界的 に一番有力 な宗教だろうと思い ます。 さらにその後

になってイスラム教、アラーと呼ばれる唯一神 を信ずる宗教が現れま

した。みんな同 じ流れです。だか らイエルサ レムの町はその意味で非

常に複雑で、以上の三つの強力な宗教がいずれも聖地 とし、 この一つ

の聖地を巡ってさまざまな争いを繰 り返す、 とい う歴史 をたどってい

ます。

日本の仏教は、以上の枠か らちょっ と外 れますが、 どの宗教でも、

中心になっている人たちは非常に強い信仰 を持 っているか ら、周辺部

はこちゃまぜになっていい加減ですが、戒律 を守るという点ではそれ

ぞれの宗教 には核 になる部分があ ります。たとえば集団的礼拝 に関 し

て、キリス ト教の場合 は一般に英語でチャーチ と呼ばれる所に集 まっ

てお祈 りをする。ユ ダヤ教ではシナゴーグとい うユダヤ教の教会、 も

ちろんキ リス ト教のチャーチ とよく似 てい ますが、そこに集 まる。 イ

スラム教 の人たちはモスクと呼ばれる所 に集 まって礼拝する。そ うい
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う習慣です。そこで思い出すことがあ ります。9月11日 に、アメリカ

で大 きな出来事、同時多発 テロと呼 ばれる忌 まわしい事件が起 こ り、

その後で、犠牲者を追悼す る集ま りを、9月15日 の金曜 日正午 に開い

て欲 しいという要請が、ブッシュ大統領あた りか ら出されました。そ

れは、その時間に、キリス ト教の人はチ ャーチへ、ユ ダヤ教の人はシ

ナゴーグへ、 イスラム教の人はモスクへ、それぞれ集 まってお祈 りを

して くれという全世界的な呼びかけで した。事件の時に私 はたまたま

ブルガリアを旅行 していて、15日 正午にはハ ンガリーの空港にい まし

たが、サイレンが鳴 り渡って、一斉のお祈 りの合図をしていました。

日本ではそ うい うことはなかったそ うですが、これは一つの象徴的

な出来事 と言えるでしょう。全世界的に、宗教 というのは心の拠 り所

として、人間の生活 を支 える非常に大事な部分 になっている。それが

日本の場合 は完全に崩れているところがあ りますから、 どこかで立て

直す必要があるか もしれませ ん。 日本の土着の宗教 は神道ですが、 日

本で は学校で教 わらないか ら、知 らない人が多いで しょう。日本の神

話で は、天照大神 という太陽の女神が中心になってい ます。そ して大

勢の、いわゆるヤオ ヨロズ(八 百万)の 神 々がいたわけですが、天照

大神 の子孫が今の 日本の天皇家の基 を作った、 と伝 えられています。

そんなわけで、皇室では伊勢神宮に天照大神 を祭 り、礼拝 に出かける

という伝統が守 られてい ます。そのことを我 々の世代は とて も小さい

頃か ら教 わったのですが、今の人たちはほ とんど聞いていないで しょ

う。 しか し、国の成 り立ちにかかわる重要な話ですから、小さい時か

ら知っていた方がいいんじゃないかと思い ます。アメリカの ような新

しい国は別ですが、 どの国でも、古 い国は建 国の神話 をもっている場

合が多いです。 日本 も時代 の流れでかな り分裂 していますか ら、全体

のまとまりは非常につかみに くくなっていますが、 ヨー ロッパには未

だにそんな点でのある種の まとま りを保持 している所がた くさんあ り

ます。ついでなが ら、宗教的に乱れている、あるいは錯綜 しているの

は、私自身の感 じでは東ヨーロッパのバルカン地帯です。

ここで地域的な区分 にな りますが、ヨーロッパは結構広いので、東

西南北に分けて説明す ると都合がよいようです。西 というのは、一般

的に ドイツから西の方で、やや北 よ りの部分、南 とい うのは、大体地

中海に面 しているような地域、スペイ ンか らフランスの南部、イタリ
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アとかギ リシアで、ア ドリア海あた りの地域 も入 るでしょう。北 とい

うのは、いわゆる北欧≒国、デンマーク、ノルウェー、スウェーデ ン、

それか らフィンラン ドのあた り。東 とい うのはポーラ ンド、チ ェコ、

スロヴァキア、オース トリア、ハ ンガ リー、ルーマニア、そ してブル

ガリア。 このあた りは東 の端で、す ぐ隣が トルコですから、 ヨーロッ

パの中心 とは離れた感 じです。それか らウラル山脈 の西側 のロシア、

それ らを全部東ヨーロッパ と呼んでいます。ただ最近は、中央 ヨーロ

ッパ、中部 ヨーロッパ という考えが提唱 されて、東で も西でもな くヨ

ーロッパの真ん中だ、 と主張する国々が出て きました。チェコ、スロ

ヴァキア、ハ ンガ リー、 オース トリア、さらに ドイツなどですが、 ド

イッの場合 は政治的な意味で東 と西に分かれていた時代が長かったの

で、東 ドイッと呼ばれる地域 は、 どうも東 ヨーロッパ という印象が強

いようです。西 と東 と分けた場合、東 ヨーロッパの方が全体的に農業

国が多 く、かなり貧 しい地域です。日本ではお 目にかか らな くなって

いますが、農家では馬や牛 を使 って畑仕事をしている。 日本のように

機械化 されていない農業を営んでいる、古い感 じのする地域 で、経済

的 に苦 しい国々です。そ うい う国々のことを考 えると、我々が一般に

持っているヨーロッパのイメージとは大分食い違っています。 ヨーロ

ッパ と言 えばやはり、文化的にも経済的にも優れている大都会のイメ

ージ、それが多い と思 うのですが、決 してそんな所ばか りではあ りま

せん。今の日本 に比べたら、遅れている(こ れも言い方が問題ですが)、

昔なが らの生活 をしている所 もた くさんあ ります。そんな所へ行 くと

かえって懐 しみを感 じる人 も多いことで しょう。 これは歴史的な事情

によるもので、1ヨーロ ッパ全体 の枠 内で、さまざまな民族、 さまざま

な国が分かれて互いに喧嘩 して来たことも一因です。

ところで、ヨーロッパの人たちを全体的に呼ぶ にはどんな名前が よ

いか、という問題に移 ります。人類学的にはコーカソイ ド(Caucasoid)

とい う呼び方があ ります。 ヨーロッパのずっと南東部の、中央アジァ

の隣にコーカサス という地域があって、そのあた りにいた人たちが ヨ

ーロ ッパ に広がったんだろう、 という考え方です。 コーカサス とい う

のは、英語では正確 に言うと山脈のことです。人間の場合は一〇idとい

う語尾がつ く形で、 コーカソイ ド、す なわちコーカサス人種 と呼ばれ

る白人を指 し、 この人たちがヨーロッパ全体 に普通の、ほぼ同 じよう

141



な人類学的特徴 を持つ人種 だ、ということになります。人種的にはそ

んな分類で、 日本人が一般 にモンゴロイ ド、つ まりモ ンゴル人種 と呼

ばれる黄色人種である、 というの と同様です。

ただ し、こういう人種的なものとは別に、民族性 と呼 ばれるものが

いつのまにか生 じて きました。民族性 は、文化的なもの、言語的なも

の と密接 に結 びついているので、大変複雑 なものです。 ヨーロッパで

の主 な民族性 を分 けると、大 きく3系 統にな ります。ゲルマ ン系、 ラ

テ ン系、ス ラヴ系です。ゲルマン系 は、一般的には西 ヨーロッパの方

で、ゲルマンとは英語のGermanで す。 もともとは ドイッのあたりが中

心で、東 と北 と西の三方に分かれ ました。言葉 と民族の関係では、東

ゲルマ ン系 にはゴー ト語 を使 うゴー ト人 というのがいて、ゴシック建

築 とい う様式 を作 りましたが、やがて消えて しまいました。北の方の

ゲルマ ンは北欧三国、つまりデ ンマーク、 ノルウェー、スウェーデ ン

の人たち。西ゲルマ ン系の人たちは、標準的な ドイツか らオランダ、

さらに海を越 えてイギリスまで渡 りました。南ゲルマ ン系 というのは

あ りませ んが、ある時期ゲルマ ン系の民族が大移動 して、 ヨーロッパ

全体 を荒 らし廻 り、南 ヨーロッパか らロシアの方 まで押 しかけて行 っ

た。イギリスの場合 も、 まず西ゲルマンが侵入 して定住 したのですが、

その後で例の ヴァイキ ングの仲 間、北ゲルマ ンの勢力がやって来てぶ

つか り合いました。ゲルマン系はおおよそ以上です。

ラテ ン系 と呼ばれるのは、ゲルマ ンと比較すれば南寄 りで、ローマ

人を中心 としたラテン系の人たちがあちこちを征服 して廻 り、その名

残 りをとどめています。ラテン系 とは、 もちろんイタリア、 フランス、

スペ イン、ポル トガル、それか ら東へちょっと飛んでルーマニアです。

ルーマニアとはロマーニャで、 ローマ と関係 します。つ ま り、 ローマ

帝国時代にローマ軍団が各地に派遣され、その地を征服 して定住 した。

やがて西ローマ帝国が蛮族 に滅ぼ されたのですが、その時たまたまル

ーマニアにローマ人たちが取 り残 され、新 しく独立 した。ローマ本国

との間に、東洋系の民族やスラヴ人たちが入 り込んで、分断 されて し

まったのです。ラテン系 はロマ ンス系 とも呼ばれます。 もちろんロー

マ との関係でですが、 ヨーロッパの中世では長い華々 しい物語の多 く

がロマ ンス語の仲間で書かれたため、現在の意味でのロマ ンス、 ロマ

ンという単語が生 まれました。
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それか らスラヴ系ですが、 ヨーロ ッパ の東寄 りに分布 し、東 と西 と

南に分かれます。東の代表的なのはロシアで、西スラヴはポーラン ド、

チェコ、スロヴァキアなど。南スラヴの代表はセルビアとクロアチァ、

この二つはよく似ていて、 ほとん ど同一ですが、 さらにマケ ドニアの

方 まで連続 している。南スラヴは地理的 にアラブ世界 に近い上 に、 ト

ルコとの接触 も多 く、イスラム教がかな り入 り込んでいます。南スラ

ヴは、ある時期まとまってユーゴス ラヴィアとい う文字通 り南スラヴ

の国を作 っていました。それが分裂 して、現在では非常 に複雑な地域

になっています。 とて も小 さなスロヴェニアという人口200万 くらいの

国か ら、クロアチア、 ボスニア ・ヘルツェゴヴィナ、モ ンテネグロ、

セルビア、マケ ドニアなどで、それぞれが政治的に対立するようにな

りました。特にセルビアとクロアチアは、非常に敵対 的で、言葉 もほ

とんど同じです し血のつなが りも濃いのですが、それだけに深刻な争

いをして来ました。最終的にはセルビアが悪い、 ということで国際的

な制裁 を受けています。例のアルバニア系住民の多いコソヴォ地方の

独立の要求も大 きな火種です。(資 料のこの地図は、昔のものですから

細かい所 まで分かれてお りません)さ らにこの地域 は、先ほ ど述べた

ように、三つの宗教が大変入 り乱れています。モザイク型 になってい

るわけですね。それで現在では宗教的なことも絡んで、昔のように仲

よくで きない状況が生 まれて しまいました。 これ も、 ヨーロッパのあ

る時代 の、ある地域での歴史的縮図 とい うわけで、今まで仲 よくして

いた隣の人間と、急 に血 を流すような争いをす る、 ということが現実

にまだ起っているのです。

それで、ごく大 ざっぱですが、何かの参考 になるだろうと思 うので、

下 の方 に言語比較表 とい うのをつ けてお きま した。ある本(Lyall's

GuidetotheLanguagesofEurope,2nded.1953)の 一部のコピーです。表

が四つで、一番左側の英語 を基準にして、ゲルマ ン系 とラテ ン系 を比

較 した資料2と3、 スラヴ系 と比較 した資料4、 バ ル ト系 と、術語的

に言うとインド・ゲルマン語系又 はイ ンド・ヨー ロッパ語系 とは異な

るフィノ ・ウゴール系 とも比較 した資料5、 さ らにギ リシア語、 アル

バニア語 と、その他の異系列の個々の言語との比較が資料6で す。

授業などで聞いていれば大体納得 できると思いますが、非常に古い

時代に、先 ほど述べたコーカサスあた りにいた人たちが四方 に別れて
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〈資料2>言 語比較表(ゲ ルマン系)
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〈資料3>言 語比較表(ラ テン系)
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〈資料4>言 語比較表(ス ラヴ系)
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〈資 料5>言 語 比 較 表(フ ィ ノ ・ウ ゴ ー ル 系 ・バ ル ト系)
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言 〈資料6>語 比較表(ギ リシァ語 ・アルバニア語 ・
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トル コ語 ・ア ラ ビア 語 ・エ ス ペ ラ ン ト語)
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移動 を開始 して、一番東はイン ドまで、一番西 はグリーンラン ド、つ

ま りゲルマ ン系の西端まで行 った。そこでイ ンドからゲルマンまでの

人たちが、ずっと昔 は同じ言葉(共 通基語)を 使 っていた、という仮

説が立 てられ、それがある程度学問的に証明された。す なわち、元は

同 じ言葉だったが、さまざまな事情で形が変わって来たのだ、 とい う

考 え方 です。特 に ドイツの学者を中心 に研究されて、イン ド・ゲルマ

ン語 という言語系統が作 り上げ られました。ただ、ゲルマ ンというの

は適切 でない、と言うので、現在ではインド ・ヨーロ ッパ語 と呼ぶの

が一般 的です。この研究、比較言語学又は比較文法は、ある意味で非

常 にわか りやす く、19世 紀末頃には最高潮に達 し、現在 でも続けられ

てい ます。インド ・ヨーロッパ語以外の言語系統 としては、ウラル山

脈 ・アルタイ山脈を中心 とす るウラル ・アル タイ語系、昔のエジプ ト

やアラブの人たちが使っているセム ・ハム語系などがあ ります。セム

語族の中にはユダヤ人 も含まれるので、反ユダヤ運動の ことを反セム

人運動 などと呼んだ時代 もあ ります。ユダヤ人の言葉す なわちヘブラ

イ語 と、アラブ人の言葉すなわちアラビア語は、元は同じということ

で、非常に血の近い人たちですが、 これが今大変な争い をしている。

イス ラエル という国、一旦滅亡 した国が もう一度復活 して割 り込む形

になったので、まわ りのアラブ系の人たちが非常 な憤 りを感 じたので

しょう。 日本語 の系統はあま り明らかではあ りません。ある時期には

アル タイ系 の言語、すなわち トルコ語、蒙古語、それか ら朝鮮半島の

言葉 と同系だといわれましたが、ちゃん とした証明はで きていません。

一億 人以上の人が使 っているのに、他の言葉 と関係がない とは、 日本

語は不思議な言葉だ、 ということになっています。

それでは資料 について少 しずつ説明 します。 まずゲルマ ン系の言葉

ですが、二、三の例だけにしましょう。まず資料2の 下、NUMERALS

(数詞)と いう欄 を見て下 さい。英語、 ドイツ語、オランダ語、スウェ

ーデ ン語、デンマーク語、ノルウェー語、六つの言葉が比較 されてい

ます。 この中で、英語のoneに あたる語は、発音やスペ リングは少 し違

ってい ますが、共通性又 はごく近いことはす ぐ分かるで しょう。(例 は

略)さ らにfiveは、 ドイツ語のfiinf(フ ユンフ)、 オランダ語vijf(フ ァ

イブ)、 北欧3国 はfem(フ ェム)で 同形、関連性がす ぐわか ります。

英語 と ドイッ語を比べると、 ドイツ語には鼻に抜ける音nが 加わってい
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ます が 、 英 語 で は欠 け て い る だ け で す 。 他 の例 と して は、Ladiesと い う

複 数 系 の 表 示 が あ り ます 。 何 の こ と か わ か りま す ね 。 こ う書 か れ て い

る場 所 へ は 、 男 は原 則 的 に入 っ て は い け な い こ と に な っ て い る。 こ れ

は英 語 で はGentlemenと 対 応 しま す 。 ドイ ツ語 で はDamen(ダ ー メ ン)

又 はFrauen(フ ラ ウエ ン)対Herren(ヘ レ ン)又 はManner(メ ン ネ ル)。

DamenとHerrenを 種 に した 笑 い 話 が あ り ます 。 日本 人 が ドイ ツ へ 旅 行

して 生 理 的 要 求 を 感 じた の で そ の 場 所 へ 行 っ た 。 と こ ろ が ダ ー メ ン と

書 い て あ る 。 ダ メ だ と 思 っ て 入 ら な か っ た が 、 隣 の 方 は ヘ ー レ ンだ か

ら入 っ て は い け な い 。 結 局 使 え な か っ た とい う冗 談 で す 。 ほ と ん ど 同

じな の が オ ラ ン ダ 語 で 、 さ ら に ス ウ ェ ー デ ン語 、 デ ン マ ー ク 語 、 ノ ル

ウ ェ ー 語 と つ な げ て 見 る と 、 共 通 性 が 非 常 に 明 ら か で す 。 た だ し、

Damenは 本 来 は ラテ ン系 の 言 葉 で す 。

同 じ よ う に、 次 の ラ テ ン系 の 表 を見 て 下 さい 。 フ ラ ンス 語 でLadiesに

当 た る の はDames(ダ ー ム)で 、GentlemenはMessieurs(ム ッ シ ュ ー)、

イ タ リ ア語 で はSignore(シ ニ ョー レ)とSignori(シ ニ ョー リ)、 複 数

形 で す か ら、 語 尾 が 変 化 し ま す 。 あ る い はDonne(ド ン ネ)とUomini

(ウ ォ ミニ)、 後 者 は 「人 間」 の 意 味 で も使 わ れ ます 。 ス ペ イ ン語 で は セ

ニ ョー ラ ス とセ ニ ョー レス 、 女 性 の 複 数 語 尾 一as、男 性 の 複 数 語 尾 一esが

つ く。又 は ダ ーマ ス とキ ャバ レ ロス 、 これ は敬 称 で 、 日本 語 で は 「殿 方 」

とで も言 う と こ ろ で す 。 ポ ル トガ ル 語 も、 少 し離 れ た ル ー マ ニ ア 語 も、

ラ テ ン系 で あ る こ とが 推 測 で き ます 。そ れ と、先 ほ どの 数 詞 の5で す が 、

ゲ ル マ ン系 の語 と大 分 形 が 違 っ て い る。 しか し、 本 当 は元 は 同 じな ん で

す 。(説 明 は少 し複 雑 で す が 、 だ ん だ ん に見 て 行 き ます)ま ず フ ラ ンス

語 で はcinq(サ ン ク)、 英 語 風 の 発 音 表 記 でsangで す が 、 最 後 の 音 は子

音 の 前 で 消 え る こ と もあ り、 次 に 母 音 が 来 る 時 に 、 い わ ゆ る リ ィエ ゾ ン

(連 声)の 場 合 に 出 て 来 ま す 。 た と え ば 、 女 性 用 の 『ヴ ァ ンサ ン カ ン

(vingt-cinq-ans)』(25歳)と い う雑 誌 が あ りま した 。 ヴ ァ ンサ ン ク に ア

ンが つ い てqで 示 され る音 が 復 活 す る 。25歳 は お肌 の 曲が り角 、 な ど と

言 い ま して 、 ま だ 曲 が り角 に到 達 して い な い 人 が この 部 屋 に は た くさ ん

い る こ と に な ります 。(が 、 曲 が り角 に な る と このqが 現 れ ま す)こ れ

も冗 談 の 一 つ で す が 、 フ ラ ン ス 語 で は5の 序 数 、 「5番 目の 」(英 語 の

fifth)をcingieme(サ ン キ ェ ー ム)と 言 い 、 日本 語 の 「3階 」 と似 た発

音 な の で 、 うっ か りす る とエ レベ ー タ ー 内 で 間 違 い が 起 こ る、 とい う こ
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とです。 さらにイタリア語ではcinque(チ ンクェ)と なり、スペイン語

とポル トガル語 はほぼ同じでcinco(シ ンコ)、 ルーマニア語ではcinci

(チンチ)。 これ らの差は元をたどって、共通の祖先のラテン語quinque

(クィンクェ)と 比較すればす ぐに理解できます。 音楽関係で使 う

trio(ト リオ)、quartet(ク ワルテット)、quintet(ク インテッ ト)な ど

参照quinqueのquで 示される部分は、音声学的に言 うとkとw、 す

なわち口の奥の方の閉鎖音と唇の摩擦音 とが一緒に発音される形、kwで

示され ます。Wの 音が弱 くなって、kの 音が少し前にずれて摩擦が加わ

る とt∫(チ)に な ります。 日本語でも力行の音でki(キ)と 表記できる

ものは、子どもや方言の場合 よくt∫i(チ)と 発音されます。それがさら

に進んで、摩擦音だけになるとs(ス)で 、フランス語の形になります。

つ まり、kw→k→t∫ →sと い う変化 その結果、現在 の状態にな

った、 という説明です。さらにつけ加 えると、 このquは 、資料6の 左

か ら2番 目のギリシア語の所 を見ると、pの 音 と対応す ることがわか り

ます。ギ リシア語では π6yτε、 ラテン文字ではpente(ペ ンテ)。9月

11日 の事件でアメリカの国防総省が損害を受けましたが、この建物 をペ

ンタゴンと呼んでいます。これはギリシア語から来た名前で、5角 形の

建物だか らそう呼ぶのです。すなわち、ギ リシア語のpenteと ラテン語

のquinqueは 共通の、ある形から分かれた。ゲルマン系の英語では最終

的にfiveに なっていますが、これについて、ギリシア語な どのpが ゲル

マ ン系ではfに 変わった一グリムの法則参照一、などの幾つ もの音声対

応の法則性が示され、学問的 ・歴史的に裏付けられました。ゲルマン系

の言葉は英語に非常に近いか らすぐわかる。 ラテン系の言葉は一見関係

がないようだが、実は元は同 じだ、ということです。

同様に、スラヴ系の言語比較表、資料4を 見 て下さい。 ロシア語の

文字がわか りにくいので、 ラテン文字に書 きかえてあ りますが、5は

ピャーチです。ポーラン ド語でピェンチ、チ ェコ語で ピェ ト、セルビ

ア ・クロアチア語 とブルガリア語でペ トで、最初のp(と 最後のt)は

ギリシア語の場合 と共通です。元が同 じだ、 とす ぐわか ります。それ

か ら、Ladiesは ロシア語ではジェンスカヤ、又はジェンシチヌ ィで、男

の場合はムシュスカヤ又はムシュチヌイです。ヨーロッパで使われて

いる文字は大 きく分けてラテ ン文字 とギリシア文字で、 ロシア語やブ

ルガリア語、セルビア語などはギ リシア文字 を手直 ししたキ リル文字
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を用います。今はラテン系の文学の方がはるかに有力ですが、スラヴ

方面を勉 強する時にはこの文字の形 もおぼえる必要があ ります。右の

方 までずっと見て貰 うとわか りますが、単語の形の系列 はゲルマン系

や ラテン系 と違 うけれども、本来的 には同 じです。た とえば、スラヴ

系で女性 を示すジェンという形はギリシア語 と一致 します。その説明

をしておきます。資料5を 一寸飛 ばして、資料6の ギ リシア語の表を

見ると、Ladiesの 所 に表示が二つあ ります。左の方はキュリエですが、

右 はギュネコーンで、この最初の部分をラテン文字化するとgyn一にな り、

スラヴ系のzen一に該当し、英語でのqueenお よびqueanと も関係するこ

とが証明されてい ます。それか ら、ギリシア語の男性の所 は複数形 で

ア ンドロー ン、一般 には 「人聞」 という意味です。英語に書 きかえた

形 で は単 数 形 で のanthroposや 「人類 愛 」 「博 愛 」 の意 味 での

philanthropyや 、 ラテン語の 「猿人」pithecanthropus(ピ テカン トロプ

ス)と 関係があ ります。

続けて資料5を 見 ると、フィノ ・ウゴール系 とバル ト系 と書いてあ

ります。前者 はフィンランドとハ ンガ リーをまとめた呼び名 ですが、

フィンラン ド語、ハ ンガ リー語、 エス トニア語 はウ ラル系 で、イ ン

ド・ヨーロッパ語 とは違 う系列です。この3つ の言葉にはある種の共

通性があるけれ ど、ゲルマ ン系、ラテ ン系、スラヴ系 とは全然違 う単

語になっています。た とえばハ ンガリー語のLadiesの 所 はナークネク

とハールジェクで、発音 は正確かどうかわか りませんが、男性 の方 も

ファールフィアク、 ウーラクで全 く別です。数詞の5も アー トゥです。

エス トニア、 ラ トヴィア、 リトアニアはバル ト3国 と呼ばれる小 さな

国々で、一時期完全 にソ連の支配下にあ りましたが、今は独 立 してい

ます。リ トアニア語 には、イン ド・ヨーロッパ語の非常に古い形が残

されている、と言われます。

最終的に資料6の 表をもう一度見 て下さい。ギリシア語 とアルバニ

ア語はインド・ヨーロッパ語の仲間ですか ら、ある程度共通性があ り

ますが、 トルコ語 とアラビア語 は関係あ りません。そ して、一番右に

はエスペラン ト語が示 されています。 この言葉は、よく知 られている

ように人工語の代表で、 リトアニア出身のユダヤ系の医者でザメンホ

フとい う人が、ポーラン ドのワルシャワで発表 したものです。よ く検

討すればわかるように、これはイン ド ・ヨーロッパ系 の言葉 を混ぜ合
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わせた作 りです。で、エスペ ラントは全 くの国際語だか ら、 日本人に

も誰でも簡単に勉強で きるとい う意見があ ります。た しかに文法など

非常に簡略になっていますが、単語そのものはイン ド・ヨーロッパ語、

特 にラテ ン系の ものが中心です。まずエスペ ラント(希 望を抱 く者)

とい う名前 自体がスペイ ン語との関係 を示唆 しています。 もうこの言

葉を知っている人 もいるか もしれませんが、例 のLadiesの 所を見ると

sinjorinoj(シ ニ ョリーノイ)と なってますね。 これは女性 を示す複数

形で、男性のsinjoroj(シ ニョーロイ)に 対応します。(sinjorinojは、男

性形の語幹sinjor-+女 性 を示す語尾一ino+:複数語尾」)数 詞の5もkvin

(クヴィーン)で 、 ラテン系との関係がわか ります。エスペラン ト語の

規則はとても簡単で、単語 もスペイ ン語を勉強 している人にはや さし

いで しょう。名詞の語尾はすべて一〇にする、複数の語尾は」、目的格 に

は一nをつけるなど、世界中のどんな言葉でもそんな単純な規則を適用す

ればエスペラン トに組み入れることがで きる。いつかエスペ ラントを

使 う人たちといろんな話をして、エスペ ラン トにはどんな単語でもあ

るのだ と自慢するものですか ら、それでは 日本語の 「た くあん」はど

う言 うのかと聞いた ら、「タクアーノ」でいいのだと、 まことに単純で

す。何でも元の材料を使 って語尾だけつければエスペラント語になる。

ただ し、基本的な語彙が 日本人には初めての ものが多いですから、そ

こから出発 しなければならない とい う不利 な点 もあります。

今いろいろ言いました言葉の違い というのは結局、長い間歴史的に

形成 された ものですか ら、そう簡単に埋 め合 わすことはで きない。特

に言葉に関 して非常に気 をつけな くてはならないことが あります。つ

まり、言葉は基本的に人間どうしが仲良 くするために、相互理解、コ

ミュニケー ションに有効に役立てるものだ、 という意識が我 々には抜

きがた くあるのですが、実 は言葉は差別的な力 をとて も強 く持ってい

る。世の中のさまざまなものを区別するために言葉を用 いるわけです

か ら、言葉 と差別とは実は一体 なんですね。大まかな言い方にな りま

すが、我々は自分 と違 う言葉を使 う人たちの社会 に入 って行 くときに

は抵抗 を感 じます。 まわ りの人たちが しゃべ っている内容が全然わか

らない。 これは大変 な不安です。一方、その言葉を前か ら使っている

人たちは、新 しくやって来てそのグループの言葉が使 えない人たちに

対 して、ある種の差別感 を持 ちます。身近な例で言 えば方言の問題。
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たとえば東京 には東京あた りの大体 きまった言い方があ ります。それ

を知 らない人、別の方言を使 う人が東京へ来て、ある種の仲間はずれ

にされる。あるいは東京の人が西 日本、たとえば大阪へ行 って、言葉

の面で、違 う言葉を使 うということで差別 される。 これは難 しい問題

ですが、 ヨーロッパのそれぞれの国が、現在 まで頑固にその枠 を守っ

て仲良 くで きないのは、言葉の違いがかな り影響 しているのだ と思 わ

れます。

ヨーロ ッパでは、風俗、習慣 に関 してはかなり共通性があ ります。

°.に ヨーロッパ人は肉食人種だ と言われるように、肉を主食 とす る

人たちが多い。ただし、 ヨーロ ッパで も貧 しい地域 ではそんなに肉は

食べ られないようです。我 々が心に抱いているような場面 とはち ょっ

と違っている例が結構あ ります。地域による差が相当大 きいです。肉

食の問題は日本人にとっても重要ですが、少な くとも肉の管理につい

ては ヨーロッパほどきちんとしていません。例の狂牛病の騒 ぎなどで

も、 ヨーロッパに学ぶべき点は多いと思います。

ここで資料1に 戻 ります。国家的区分に触れる余地があ りませんで

した。 ヨーロッパの各国を安定 した感 じで捉えている人が多い と思い

ますが、実はあちこちで国境 を巡る紛争や、そこに住 む人たちのいざ

こざが常 に起 っています。国家体制 とい うものは、地域的なもの、民

族 的なもの、文化的なものを越 えて作 られていますか ら、ぶつか り合

いが しょっちゅう生ずる。一番 いいのは民族 ごとにまとまって、それ

ぞれに国を作る。いわゆる民族 国家がはっきりすれば解決 されそ うで

すが、それも別の面で見る といろんな危険性 を含んでいる。 日本のよ

うに単一民族国家だという幻想 これはある意味で崩れかかっていま

すが を持って他国と接すると、時にはとんでもないことにな ります。

今回の不幸なアフガニス タンの事件 などは、その複雑性 をとてもよ く

知 らせて くれると思いますが、国家 という形、民族 という形 は、言語

や文化などとの関係が極度に複雑ですから、単純 には考 えられません。

政治形態の面で言 えば、いわゆる君主制 と民主制の問題があ ります。

ヨーロッパの古い君主制の国家、 たとえばイギリスとかオランダの王

室がよく例に挙げられますが、長い間上手 に一般の国民 と釣 り合いを

取 るようにしてますか ら、あまり違和感なしに生活できる。 日本の場

合 もそれに近 くなっているかもしれませんが、 まだいろいろお互いに
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考えなければならないことが残 っているように思います。た とえば今

回、皇室の直系 として女の宮様、内親王が生 まれた。すると早速、皇

位継承の問題 をどうしようか、ということで一生懸命 に頭を使 う。 も

っと大切 な問題があ るのではないかと思うのですが、国家体制と絡 ま

り合 うとそんなことになります。

食べ物や飲み物、服装などに関しても、 ヨーロッパは実に多様です。

ただ一つの単純な像で考えないほうがよいと思います。 日本では、ヨ

ーロッパの文化的にかな り派手な点を真似する傾向が強す ぎるような

感 じがあ りますが、一般のヨーロッパの人たちは、日本 の人たちと比

べて、むしろずっと質素ではないか と感 じます。 これは我 々が見習わ

ねばならぬことの一つで しょう。

いずれにせよ、ヨーロッパは日本か らずいぶん遠い所ですから、そ

の意味ではこれか ら先、 どれほど接触す る機会があるか、それは皆 さ

んの生活の仕方によります。ただ、 自分が実際にそこへ行かな くて も、

さまざまな接点が今後 もっと増えて行 くでしょう。接 し方によっては、

バーチャルな世界 として頭の中にいろんな像がで きて しまう。それが

いい場合 もあるし、悪い場合 もあ りますが、マ イナスの方向に行かな

いように気をつけて、「ヨーロッパはこんな所だ、インターネットな ど

でよ く知 ってる」な どと思い込 まない方がよいのではないか、 とい う

のが年寄 りか らの一つの忠告です。

(この文章は2001年12月7日 の講演を整理 ・補正 したものです)
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